
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
３
月

７
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た

執
行
部
提
出
案
件
７
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第
６
次
小
郡
市
総
合
振
興
計
画
基
本

構
想
及
び
前
期
基
本
計
画
骨
子
の
策

定
に
つ
い
て（
議
案
第
15
号
）　　
　

　
現
在
の
第
５
次
小
郡
市
総
合
振
興

計
画
が
令
和
３
年
度
で
満
了
と
な
る

た
め
、
新
た
に
令
和
４
年
度
か
ら
12

年
度
ま
で
の
基
本
構
想
、
令
和
４
年

度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計

画
骨
子
の
策
定
に
つ
い
て
、
提
案
す

る
も
の
で
す
。

問
：
体
育
館
を
防
災
の
拠
点
に
す
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
方
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
：
現
在
市
役
所
を
本
部
と
し
て
防

災
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
当

然
市
役
所
が
防
災
の
拠
点
と
い
う
こ

と
で
活
用
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
防
災
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
大
き
な
考
え
方
と

し
て
出
し
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、

今
後
実
際
個
別
に
作
成
し
て
い
く
段

階
と
、
基
本
計
画
を
作
っ
て
い
く
中

で
も
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
３
月

８
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た

執
行
部
提
出
案
件
６
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
郡
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）　　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
31
年
４
月
よ
り
三
国
幼
稚
園

を
小
郡
幼
稚
園
と
統
合
し
休
園
と
し

ま
し
た
。
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
市
民
の
意
見
や
幼
児
施
設

ニ
ー
ズ
の
動
向
予
測
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
国
幼
稚
園

に
認
定
こ
ど
も
園
等
の
幼
児
施
設
を

新
た
に
整
備
す
る
必
要
性
は
無
く
な

っ
た
と
判
断
し
、
令
和
４
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
、
三
国
幼
稚
園
の
廃
止

を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

問
：
三
国
幼
稚
園
の
そ
の
後
の
活
用

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
方
針
で
す
か
。

答
：
入
所
を
伴
う
幼
児
施
設
と
し
て
、

再
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
広
い
分
野
で
検
討
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
都
市
経
済
常
任
委
員
会
は
、
３
月

９
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受
け
た

執
行
部
提
出
案
件
２
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

令
和
３
年
度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
13
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
５
号
）　　
　
　
　
　
　
　

　
た
め
池
劣
化
状
況
評
価
業
務
委
託

料
４
９
７
万
円
の
増
額
補
正
は
、
防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
か
ら

人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
た
め
池

の
構
造
等
の
低
下
状
況
を
把
握
・
評

価
し
、
防
災
工
事
等
の
必
要
性
に
つ

い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。
国
の
補

正
予
算
に
伴
い
、
県
が
前
倒
し
で
予

算
配
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。
調
査
対

象
は
17
箇
所
で
、
全
額
国
の
補
助
事

業
で
す
。

問
：
調
査
対
象
が
17
箇
所
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
市
内
に
た
め
池
は
い
く

つ
あ
り
ま
す
か
。

答
：
農
業
用
た
め
池
は
市
内
55
箇
所

あ
り
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と

し
て
、
県
の
指
定
を
受
け
て
い
る
た

め
池
は
30
箇
所
で
す
。
そ
の
内
、
今

回
の
劣
化
状
況
評
価
は
、
改
修
済
み

と
さ
れ
て
い
る
８
箇
所
を
除
く
22
箇

所
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
、

４
年
度
の
事
業
予
定
が
17
箇
所
で
、

令
和
８
年
度
に
残
り
の
５
箇
所
を
行

う
予
定
で
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
３
年

度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
））（
報
告
第
１
号
）

　
今
年
１
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
増
大
す
る

こ
と
を
見
込
み
、
北
別
館
１
階
中
会

議
室
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合

支
援
窓
口
を
開
設
す
る
た
め
の
費
用

を
、
専
決
補
正
し
た
も
の
で
す
。
財

源
と
し
て
は
、
全
額
国
庫
補
助
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
３
年

度
小
郡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
））（
報
告
第
２
号
）

　
主
な
事
業
と
し
て
、
ま
ず
非
課
税

世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

で
す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
困
難
に
直
面
し
た
方
へ

の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
を
対
象
に
、
１
世

帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。
次
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
支
給
事
業
で
す
。
既
に
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
総
合
支
援
資
金
の
貸

付
が
終
了
す
る
な
ど
に
よ
り
、
特
例

貸
付
を
利
用
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、

就
労
に
よ
る
自
立
を
図
る
た
め
、
ま

た
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
は
円
滑

に
生
活
保
護
の
受
給
へ
つ
な
げ
る
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
１
０
０
％
国
庫
補
助
に
よ
る
全
国

一
律
の
事
業
で
す
。

★
小
郡
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
１
号
）

　
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
市
職
員
に
つ
い
て
も
、

非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
及
び
部
分

休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、
具
体
的

に
は
１
年
間
の
在
職
期
間
の
要
件
を

撤
廃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
妊
娠
、
出
産
等
を
申
し
出
た
職

員
に
対
す
る
育
児
休
業
制
度
等
の
周

知
・
意
向
確
認
、
育
児
休
業
に
係
る

研
修
の
充
実
や
相
談
体
制
の
整
備
、

そ
の
他
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境

常
任
委
員
会

審
査
報
告

議
案
の
主
な
内
容

総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

保
健
福
祉
常
任
委
員
会
報
告

都
市
経
済
常
任
委
員
会
報
告
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の
整
備
等
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
義

務
付
け
る
た
め
に
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

★
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
及
び
小
郡
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
２
号
）

　
消
防
庁
長
官
の
通
知
に
よ
り
条
例

改
正
を
行
う
も
の
で
、
消
防
団
員
の

年
額
報
酬
を
見
直
す
と
と
も
に
、
出

動
に
係
る
報
酬
と
費
用
弁
償
を
創
設

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

小
郡
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
出
動
に
係
る
費
用

弁
償
の
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

★
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
、
旅
費
及
び
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
３
号
）

　
三
役
の
給
料
及
び
期
末
手
当
に
つ

い
て
、
改
め
て
財
政
健
全
化
へ
向
け

て
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
引
き
続

き
市
長
10
％
、
副
市
長
及
び
教
育
長

４
％
の
減
額
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）の
承
認
に
つ
い
て

（
議
案
第
６
号
）

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
に
つ

い
て
は
、
医
療
費
の
保
険
者
負
担
分

と
し
て
各
医
療
機
関
へ
支
払
う
も
の

で
す
が
、
当
初
積
算
額
よ
り
も
支
払

額
が
多
く
、
予
算
が
不
足
し
た
た
め

１
億
５
５
０
万
円
の
増
額
補
正
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の

療
養
給
付
費
は
全
額
が
県
よ
り
普
通

交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

★
令
和
３
年
度
小
郡
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

の
承
認
に
つ
い
て（
議
案
第
７
号
）

　
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
給
付
実

績
を
も
と
に
、
本
年
度
の
決
算
見
込

み
を
行
い
補
正
す
る
も
の
で
、増
額・

減
額
あ
り
ま
す
が
全
体
で
１
５
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
償
還
金
、

利
子
及
び
割
引
料
41
万
円
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
の
介
護
給

付
費
に
関
す
る
会
計
実
地
検
査
が
令

和
元
年
度
に
実
施
さ
れ
、
事
業
費
再

確
定
に
伴
う
精
算
分
と
し
て
、
県
へ

返
還
す
る
も
の
で
す
。
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
に
つ
い

て
は
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
サ
ー

ビ
ス
共
に
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
12

月
ま
で
の
給
付
実
績
を
も
と
に
、
本

年
度
の
決
算
見
込
み
を
行
い
、
１
１

３
４
万
２
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。

★
市
道
の
認
定
、
廃
止
及
び
路
線
変

更
に
つ
い
て（
議
案
第
16
号
）

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
、
及
び
第

10
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。
今

回
、
新
規
で
認
定
す
る
路
線
が
６
路

線
、
廃
止
す
る
路
線
が
３
路
線
、
変

更
す
る
路
線
が
１
路
線
で
す
。

★
小
郡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て（
議
案
第
18
号
）

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
と
国

の
動
向
を
踏
ま
え
、
国
、
近
隣
自
治

体
と
の
均
衡
を
図
り
、
本
市
で
も
期

末
手
当
支
給
率
の
改
定
等
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。
一
般
職
員
に
お
い
て
は
、
令

和
４
年
４
月
以
降
の
期
末
手
当
を
年

間
で
０
．
１
５
月
分
引
き
下
げ
る
も

の
で
、
同
様
に
再
任
用
職
員
に
お
い

て
も
、
令
和
４
年
４
月
以
降
の
期
末

手
当
を
、
年
間
で
０
．
１
月
分
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
３

年
度
の
引
下
げ
に
相
当
す
る
額
に
つ

い
て
も
国
、
近
隣
自
治
体
の
対
応
を

踏
ま
え
、
令
和
４
年
６
月
に
支
給
す

る
期
末
手
当
か
ら
減
額
し
調
整
し
ま

す
。

★
小
郡
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
議
案
第
19
号
）

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
、
一
般
職
員
の
期
末
手
当
支

給
率
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
支

給
率
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期

末
手
当
支
給
率
の
規
定
は
、
一
般
職

員
の
給
与
条
例
を
準
用
し
、
読
み
替

え
規
定
を
設
け
て
い
る
た
め
、
一
般

職
員
の
期
末
手
当
支
給
率
が
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
読
み
替
え
部
分

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

★
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
、
旅
費
及
び
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
20
号
）

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育

長
の
期
末
手
当
の
引
下
げ
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。
本
市
で
も
、
特
別
職
の
国
家

公
務
員
及
び
近
隣
各
市
の
特
別
職
の

期
末
手
当
の
支
給
率
と
の
権
衡
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
４
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
年
間
で

期
末
手
当
を
０
．
１
月
分
引
き
下
げ

る
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度

の
引
下
げ
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
６
月
の
期
末
手
当
か

ら
減
額
し
調
整
し
ま
す
。

★
小
郡
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

議
案
第
21
号
）

　
令
和
３
年
度
の
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当

の
引
下
げ
を
行
う
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
令
和
４

年
４
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
年
間
で

期
末
手
当
を
０
．
１
月
分
引
き
下
げ

る
も
の
で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度

の
引
下
げ
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
６
月
の
期
末
手
当
か

ら
減
額
し
、
調
整
し
ま
す
。

★
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て（
議
案
第
22
号
）

　
水
路
用
地
の
寄
付
採
納
の
誤
り
に

対
応
す
る
た
め
の
錯
誤
登
記
事
務
に

お
け
る
、
職
員
の
業
務
遅
延
に
よ
る

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
、
及

び
和
解
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。
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